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2 ながはま市議会だより

各常任委員会での審査内容の一部を紹介します。

令和７年12月定例月議会　常任委員会審査報告

　　総務教育常任委員会　12月17日、19日

◦　 議案第 108 号　長浜市名誉市民条例の制定についてほか３件について審査しました。また、
自治体情報システム標準化の状況についてほか６件について担当課から説明を受けました。

意見 　 本市出身の坂口志文先生がノーベル生理学・医学賞を受賞したことを契機に、名誉市民条
例を制定することは大変喜ばしいことであり、合併前の市町において名誉市民・名誉町民
の称号を受けた方々についても市民への周知を図るとともに、歴史的功績をたたえる制度
の検討をいただきたい。

健康福祉常任委員会　12月16日

◦　 議案第 115 号　長浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について審査しました。また、長浜市病院事業の令和７年度決算見通しについて
ほか２件について担当課から説明を受けました。

Q　 今回の改正による放課後児童クラブにおける人材確保へどのような影響があるのか。

A　 将来的な人材確保策としては期待されるものの、資格取得に一定の期間を要する等の理由か
ら、来年度の条例一部改正を踏まえた活用は困難と考えています。

産業建設常任委員会　12月15日

◦　 議案第 116 号　西浅井地域振興関連施設の指定管理者の指定についてほか４件について審
査しました。また、北近江豊臣博覧会の開催内容についてほか５件について担当課から説明
を受けました。

令和７年12月定例月議会
会期／11月28日～12月23日

正副議長の任期２年制導入に向け協議を進めます
　議会活性化検討委員会では、議会運営の安定性と継続性
の向上を目的として、正副議長の任期（２年制）について
検討を重ねてきました。令和７年 12 月 19 日に、同委員
会の正副委員長が正副議長に対し、協議結果を報告しまし
た。報告では、正副議長の任期（２年制）を令和８年７月
に予定されている市議会議員選挙後から導入するよう求め
ています。今後は、本報告を踏まえ、制度導入に向けた協
議を議会内で進めてまいります。

総務教育常任委員会　12月23日

◦　 議案第 123 号　長浜市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の一部改正についてほ
か１件について審査しました。
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予算常任委員会に付託された議案 13 件について審査しました。
審査内容のうち主なものを紹介します。

令和７年12月定例月議会　予算常任委員会報告

予算常任委員会総務教育分科会　12月17日

議案第 101 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第６号）について審査しました。

意見 　�議案第 101 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第６号）のうち「中学校校舎等維
持管理経費」、「湖北中学校長寿命化改修工事（２期工事）の中止に伴う債務負担行為の
廃止及び設定」について、市の財政が厳しい中で、国の補助金なしに学校の長寿命化が
困難なことは理解できる。しかし、長寿命化が必要な教育施設に関しては、国の方針や
優先順位に振り回されず、市にとって必要かどうかを判断すべきであり、国の意向に左
右されない市の教育環境の方向性を明確に示してほしい。

予算常任委員会健康福祉分科会　12月16日

議案 101 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第６号）のほか４件について審査しました。

Q　�議案第 101 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第６号）のうち放課後児童クラブ運
営事業費について、今回の放課後児童クラブ事業委託料の増額補正によって、指導員の処遇
改善や人材確保、さらには子どもたちが安心して過ごせる環境づくりにどのように結び付く
のか。

A　�支援員の人件費に充てることで人材補充の面から安全・安心な運営につながるほか、防犯カ
メラの設置など施設整備による安全対策にも活用できます。

予算常任委員会産業建設分科会　12月15日

議案第 101 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第６号）のほか２件について審査しました。

予算常任委員会報告（全体会）　12月19日、12月23日

各分科会から審査結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。

令和７年12月定例月議会
会期／11月28日～12月23日

予算常任委員会産業建設分科会　12月23日

議案第 122 号　令和７年度長浜市公共下水道事業会計補正予算（第２号）について審査しました。

予算常任委員会健康福祉分科会　12月23日

議案 118 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第７号）のほか３件について審査しました。

議案第 118 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第７号）のほか３件について審査しました。

予算常任委員会総務教育分科会　12月23日
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12 月定例月議会では、
19 人の議員が個人一般質問を行いました。

 個人一般質問（質問者順）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、５～９ページに掲載しています。

○矢守　昭男 議員 ①学校薬剤師の処遇の環境整備について　　②市職員のスキルアップ等について
 ③スクールバス停留所等の除雪体制について　　④猿の大型捕獲檻の設置に向けた取組について
 ⑤看護職員就業者数の処遇改善や報酬について　　⑥園・学校看護師の報酬の見直しについて
○押谷　正春 議員 ①出会いの場づくりの婚活イベントについて　　②クマ・獣害対策について
 ③通学路の除雪について
○田中　真浩 議員 ①長浜北部の交通インフラ整備について　　②新たな圃場整備の必要性について
 ③公立病院の意義について
○杉本　英一 議員 ①長浜市の教育界の現況について
 ②長浜市立湖北病院及び湖北やすらぎの里の施設整備事業について
 ③長浜市の企業誘致政策について
○髙山　　亨 議員 ①民生委員・保護司の担い手確保について　　②多文化共生と排外主義について
 ③省エネ・再エネと環境問題について　　④経営再建優先とされる病院再編問題について
 ⑤信頼されるリーダー像について
○北川　陽大 議員 ①長浜市病院事業の赤字の発信による影響について　　②長浜市病院事業の投資について
 ③現時点での長浜大改革の振り返りと展望について　　④犯罪被害者支援の現状について
○岩川　信子 議員 ①育成医療申請に係る窓口対応及び制度運用の適正化について
 ②若者の地域参画と創造的活動支援となる「長浜トレカ―まちびと図鑑―」について
○竹本　直隆 議員 ①「みどりの食料システム戦略」について
 ②小谷城スマートＩＣ周辺６次産業化拠点構想のその後について
 ③戦国の舞台である長浜の歴史遺産の活用構想について
○多賀　修平 議員 ①虎姫地区の河川改修について　　②虎姫地区の自治会について
 ③虎姫地区の防災について　　④病院問題について
○中川　　勇 議員 ①待ったなしの市全体の医療体制の実現について
 ②電子決裁制度の効果と課題対応等について　　③職員に対する懲戒処分等の指針について
 ④自治会の組織基盤の強化と自治会活動の維持及び活性化等について
 ⑤県が管理する河川敷での雑草・雑木・竹林等の除去に向けての関係者等での協力対応について
 ⑥小中学校保有のプールの補修状況等について
 ⑦市財政状況下での国からの補助金・交付金等の獲得額の近年の推移について
○大橋　延行 議員 ①必要な医療を確保するために湖北病院及びやすらぎの里の建築・施設整備を計画通りに実施することについて
 ②病院経営改善実行計画の策定及び取組に対する市当局の考えについて
 ③（仮称）小谷城戦国体験ミュージアムについて　　④産業用地の開発・企業誘致について
○橋本　典子 議員 ①生理用品の学校や公共施設へのトイレ設置について
 ②人権としての性教育の充実について　　③長浜市立図書館サービスの充実発展について
○鬼頭　明男 議員 ①クマ出没に対しての対策について　　②食品ロス削減に向けた取組について
 ③スマホ非保有者等への公平性を担保する支援策について
 ④使用済み紙おむつのリサイクルについて
○鋒山　紀子 議員 ①成年後見人及び市民後見人制度について
 ②フレイル予防のためのオーラルフレイル対策について
○加納　義之 議員 ①宿泊税導入について　　②小中学校の体育館の冷暖房化について
 ③スポーツを通じた共生社会の実現について
○村山さおり 議員 ①不登校支援について　　②学校園の在り方について
○藤井　　登 議員 ①令和７年度第１回湖北圏域地域医療構想調整会議での課題について
 ②市立長浜病院・長浜市立湖北病院の在り方について　　③小学校の運動会について
 ④市民協働による除雪モデル導入について
 ⑤視覚しょうがい者の安全な公共施設利用と誘導チャイム導入について
○松本　長治 議員 ①ながはま割デジタルクーポンについて
 ②学校施設長寿命化改修工事の重要性について　　③病院再編について
○中川リョウ 議員 ①病院事業の経営改善の進捗と限界について
 ②病院事業の令和７年度の収支見通しと資金繰りリスクについて
 ③診療科再編と病院事業の運営方法の判断について
 ④産業用地の確保と企業誘致について　　⑤ゼロカーボンの取組について

市政を問う
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38

名
の
活
動
に
伴
う
ガ
ソ
リ
ン
代
や
通
信

費
な
ど
諸
経
費
は
個
人
負
担
で
あ
り
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
負
担
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、

学
校
薬
剤
師
の
報
酬
を
含
め
て
検
討
が

必
要
と
考
え
る
が
、
令
和
８
年
度
以
降

の
報
酬
水
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

答
学
校
医
・
学
校
歯
科
医
の
現
在
の
報

酬
に
つ
い
て
も
改
善
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
学
校
薬
剤
師
を
含
め

た
学
校
三
師
が
安
心
し
て
そ
の
専
門
性

を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
報
酬

水
準
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、
県
内
他
市
町

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
湖
北
保

健
所
管
内
で
あ
る
米
原
市
と
も
協
議
し

な
が
ら
、
報
酬
額
の
妥
当
性
を
慎
重
に

見
極
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
薬
剤
師
等
の

処
遇
の
環
境
整
備
を

矢
守
　
昭
男 

議
員

 

（
新
し
い
風
）
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問
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
規
制
検
討
が
話
題
だ
が
、
本
市

の
メ
ガ
風
力
発
電
事
業
計
画
も
、
市
北

部
の
豊
か
な
ブ
ナ
林
や
貴
重
な
鳥
類
の

生
息
域
の
環
境
を
破
壊
し
、
山
本
山
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
こ
と
オ
オ
ワ
シ
な
ど
の

渡
り
鳥
ル
ー
ト
も
危
険
な
状
態
に
な
り

か
ね
な
い
。
市
の
環
境
基
本
計
画
な
ど

に
も
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
計
画

は
中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
風
力
発
電
は
脱
炭
素
化
や
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
期
待
す
る
一

方
、
良
好
な
自
然
環
境
の
保
全
や
自
然

災
害
の
リ
ス
ク
回
避
が
前
提
な
た
め
、

令
和
５
年
１
月
提
出
の
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
お
け
る
意
見
書
で
も
計
10
項
目

の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て

お
り
ま
す
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基

づ
く
見
直
し
内
容
を
注
視
し
、
事
業
計

画
や
環
境
影
響

に
つ
い
て
、
事
業

者
に
継
続
的
に

説
明
の
場
を
設

け
る
よ
う
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

問
令
和
８
年
２
月
か
ら
は
北
近
江
豊
臣

博
覧
会
を
開
催
し
、
観
光
地
長
浜
と
し

て
新
し
い
形
が
形
成
さ
れ
る
。
滞
在
型

を
目
指
す
長
浜
市
と
し
て
、
点
か
ら
線

へ
、
線
か
ら
面
へ
の
展
開
が
重
要
で
あ

る
が
、
本
市
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
遺
産

を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

長
浜
市
の
観
光
は
「
通
過
型
観
光
」
あ

る
い
は
「
周
遊
型
観
光
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
の
取
り
込
み
に
弱
い
状
況
が
見
受
け

ら
れ
、
滞
在
型
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き

と
推
察
す
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答
本
市
で
は
、
滞
在
時
間
の
増
加
と
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
、
外
国
人
観
光
客

も
同
様
に
宿
泊
・
滞
在
型
観
光
へ
の
転

換
を
目
指
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド

イ
ツ
を
中
心
と
し
た
外
国
人
観
光
客
を

取
り
扱
う
旅
行
会

社
を
招
聘
し
た

フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
の

実
施
や
、
戦
国
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
を

進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

戦
国
の
舞
台
で
あ
る

長
浜
の
歴
史
遺
産
の
活
用

竹
本
　
直
隆 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

問
育
成
医
療
は
18
歳
未
満
の
方
を
対
象

と
し
た
自
立
支
援
医
療
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
治
療
や
手
術
が
必
要
な
子
ど
も
た

ち
の
負
担
を
軽
減
す
る
大
切
な
制
度
で

あ
る
。
一
方
で
、
制
度
の
内
容
や
要
件

が
複
雑
で
、
申
請
が
十
分
に
理
解
で
き

な
い
ま
ま
不
安
を
抱
え
る
こ
と
が
少
な

く
な
い
。
制
度
が
複
雑
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
正
確
で
丁
寧
な
説
明
体
制
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
育
成
医
療
に
関
す
る

申
請
条
件
や
制
度
内
容
に
つ
い
て
、
窓

口
で
の
相
談
体
制
は
ど
の
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

答
制
度
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
原
則
、

治
療
開
始
前
に
お
申
し
出
い
た
だ
き
、

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
個
々
の
ケ
ー
ス
で
判
断
が

難
し
い
場
合
に
は
県
を
通
じ
て
国
の
指

示
を
仰
ぎ
な
が
ら
給
付
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
年
齢
や
治
療
の

範
囲
、
自
己
負
担
額
、
申
請
方
法
や
利

用
ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
、
し
ょ

う
が
い
福
祉
課
の
窓
口
や
電
話
で
、
い

つ
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

育
成
医
療
申
請
に
係
る

窓
口
対
応
の
適
正
化
を

岩
川
　
信
子 

議
員

 

（
恵
風
会
）

栃ノ木峠の貴重な
ブナの大木とブナ林

問
赤
字
の
発
信
に
よ
り
長
浜
市
病
院
事

業
の
運
営
や
採
用
に
影
響
は
出
て
い
る

の
か
問
う
。

答
令
和
６
年
12
月
16
日
に
、
長
浜
市
病

院
事
業
は
全
国
に
先
駆
け
て
令
和
６
年

度
決
算
見
込
み
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
表
を
受
け
、
市
民
の
方
か
ら

心
配
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
が
、
公
表

前
か
ら
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

外
来
・
入
院
と
も
患
者
数
の
減
少
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
本
年
度
の

採
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
浜
病
院
の

看
護
師
で
は
募
集
40
人
に
対
し
採
用
20

人
、
湖
北
病
院
の
看
護
師
で
は
募
集
10

人
に
対
し
採
用
１
人
で
し
た
。
湖
北
病

院
で
は
看
護
師
の
採
用
に
非
常
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
よ
り
外
部
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
支
援
を
受
け
経
営
改
善
実
行

計
画
を
策
定
し
、
現
在
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
公
表
に
よ
る
危
機
意
識
の
共

有
が
現
在
の
経
営
改
善
の
大
き
な
推
進

力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

長
浜
市
病
院
事
業
の

赤
字
の
発
信
に
よ
る
影
響

北
川
　
陽
大 

議
員

 

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

メ
ガ
風
力
発
電
は

市
北
部
の
貴
重
な
ブ
ナ
林
や

鳥
類
の
生
態
系
を
壊
す

髙
山
　
亨 

議
員

 

（
日
本
共
産
党
）
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問
現
在
、
図
書
館
は
第
二
期
長
浜
市
図

書
館
基
本
計
画
（
令
和
４
年
１
月
か
ら

令
和
９
年
３
月
ま
で
）
に
よ
っ
て
運
営

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
第
三

期
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
が
、
び

わ
図
書
館
・
浅
井
図
書
館
の
空
調
設
備

の
不
具
合
が
こ
の
計
画
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
今
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
る
こ
と
が
な
い
か
、
現
在
の

検
討
内
容
と
併
せ
て
問
う
。

答
第
三
期
基
本
計
画
の
策
定
は
、
令
和

７
年
９
月
の
総
務
教
育
常
任
委
員
会
で

着
手
報
告
を
行
い
、
庁
内
の
関
係
課
検

討
会
議
で
計
画
の
骨
子
（
案
）
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回

の
空
調
設
備
の
不
具
合

が
こ
の
計
画
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
り
、
今
後
の
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
っ
た
り
す
る

も
の
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
よ
り
よ
い
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
る
計
画
と
な
る
よ
う
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
浜
市
立
図
書
館
の

今
後
の
計
画

橋
本
　
典
子 

議
員

 

（
日
本
共
産
党
）

問
雨
漏
れ
や
エ
ア
コ
ン
の
故
障
に
よ
り

手
術
に
影
響
が
出
た
こ
と
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

放
送
さ
れ
た
が
、
湖
北
病
院
の
建
て
替

え
の
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

答
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
と
お
り
空
調
等
設
備

の
老
朽
化
は
著
し
く
、
代
替
部
品
が
な

い
た
め
応
急
処
置
し
か
で
き
な
い
状
況

で
す
。
こ
れ
以
上
病
院
の
建
て
替
え
が

遅
れ
る
と
病
院
の
機
能
が
維
持
で
き
ず
、

市
北
部
の
地
域
医
療
が
崩
壊
す
る
の
で

は
な
い
か
、
ま
た
、
水
漏
れ
に
よ
る
漏

電
火
災
の
リ
ス
ク
も
非
常
に
高
い
こ
と

か
ら
、
患
者
の
安
全
を
担
保
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
市
と
協
議

を
続
け
、
で
き
る
だ
け
早
く
建
て
替
え

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

湖
北
病
院
の

施
設
整
備
の
現
状

大
橋
　
延
行 

議
員

 

（
恵
風
会
）

問
二
次
保
健
医
療
圏
で
の
他
圏
域
と
湖

北
保
健
医
療
圏
の
統
合
可
能
性
を
問
う
。

答
医
療
計
画
の
見
直
し
の
際
の
二
次
医

療
圏
の
見
直
し
を
滋
賀
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
第
８
次
保
健
医
療
計
画
の
策

定
時
に
は
、
そ
の
必
要
性
を
含
め
て
検

討
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
具
体
的

に
は
各
医
療
圏
域
の
県
主
催
の
会
議
に

お
い
て
各
団
体
等
へ
の
意
見
聴
取
後
、

滋
賀
県
の
附
属
機
関
で
あ
る
医
療
審
議

会
に
お
い
て
総
括
議
論
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
、
最
終
的
に

は
滋
賀
県
が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
湖
北

医
療
圏
と
湖
東
の
統
合
と
い
っ
た
可
能

性
の
話
に
つ
い
て
は
答
え
る
立
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

待
っ
た
な
し
の
市
の
医
療
体
制

Ａ・Ｂ
病
院
等
を
守
ら
な
い
と
‼

中
川
　
勇 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

問
虎
姫
地
区
の
河
川
改
修
は
不
十
分
極

ま
り
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
問
う
。

答
河
川
改
修
は
原
則
と
し
て
下
流
か
ら

順
次
整
備
を
行
う
方
針
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
ご
指
摘
の
虎
姫
地
区
に
お
け
る

河
川
改
修
に
は
県
に
お
い
て
取
組
を
進

め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
し
ば

ら
く
時
間
を
要
す
る
見
込
み
で
す
。
市

と
し
ま
し
て
は
、
虎
姫
地
区
の
河
川
改

修
工
事
が
早
期
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
、

県
に
対
し
て
他
事
業
の
取
組
も
含
め
、

強
く
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
と

も
積
極
的
に
連
携
、
協
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

虎
姫
地
区
の
河
川
改
修
を

多
賀
　
修
平 

議
員

 

（
恵
風
会
）

二次保健医療圏図毎の入院患者流出入の状況

保健
医療圏

人口(人)
20万未満、

かつ

推計流入
患者割合
(20%未満)

推計流出
患者割合
(20%以上)

大津 345,202 27.8% 26.2%
湖南 346,649 32.0% 26.3%
甲賀 142,909 18.8% 30.5%

東近江 226,814 24.7% 20.0%
湖東 155,375 21.2% 32.3%
湖北 150,920 10.7% 30.7%
湖西 46,379 6.1% 32.1%

注)網掛は、原則一体の区域と成り立たず
※R5.12.14県議会厚生・産業常任委員会資料
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問
来
年
度
開
校
の
「
学
び
の
多
様
化
学

校
」
で
の
教
諭
５
名
の
採
用
人
数
の
根

拠
及
び
採
用
基
準
に
つ
い
て
問
う
。

答
教
職
員
の
採
用
及
び
配
置
に
つ
い
て

は
、
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
し
ま

す
が
、
生
徒
の
学
習
を
確
実
に
保
証
す

る
た
め
、
５
教
科
の
免
許
を
持
つ
教
員

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
る
よ
う
県

教
育
委
員
会
に
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
経
験
の
あ
る
生
徒
を
受

け
入
れ
る
特
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
教

員
の
資
質
は
極
め
て
重
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
に
、
教

育
と
福
祉
の
連
携
強
化
は
重
要
で
あ
る

と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
と

今
後
の
方
針
を
問
う
。

答
義
務
教
育
終
了
時
期
の
中
学
３
年
生

に
対
し
、
卒
業
後
社
会
的
孤
立
に
陥
ら

な
い
よ
う
、
保
護
者
同
意
の
も
と
、
教

育
委
員
会
と
家
庭
児
童
相
談
室
が
連
携

し
、
適
切
な
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど

支
援
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
更
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の

周
知
と
会
員
増
を

村
山
さ
お
り 

議
員

 

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

問
国
の
補
助
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
導
入
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
自

治
体
が
多
い
が
、
本
市
の
よ
う
に
広
域

で
避
難
所
機
能
を
担
う
地
域
で
は
、
小

中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
は
、
子
ど

も
の
熱
中
症
対
策
と
災
害
時
の
住
民
保

護
の
両
面
で
重
要
で
あ
る
。
冷
暖
房
化

は
優
先
課
題
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

答
小
中
義
務
教
育
学
校
体
育
館
の
冷
暖

房
設
備
の
整
備
に
つ
き
ま
し
は
、
児
童

生
徒
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
の
教
育
環

境
の
確
保
に
加
え
、
災
害
時
に
は
避
難

所
と
し
て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
う
え

で
も
極
め
て
重
要
で
す
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
も
「
空
調
設
備
整

備
臨
時
特
例
交
付
金
」
や
「
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
」
に
よ
り
整
備
を
後
押
し

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
も
積
極
的
に
導
入
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
の
補
助
制
度
の
活
用
も

含
め
、
整
備
に
向
け
た
実
現
性
を
さ
ら

に
精
査
し
、
計
画
的
な
導
入
に
向
け
て

検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
中
学
校
体
育
館
の

冷
暖
房
化
に
つ
い
て
問
う

加
納
　
義
之 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

問
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、
口
の
機
能

の
健
常
な
状
態
と
口
の
機
能
低
下
と
の

間
に
あ
る
状
態
の
概
念
で
あ
る
。
高
齢

者
に
と
っ
て
は
命
に
関
わ
る
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
対
策
は
重
要
と
考
え
る
が

見
解
を
問
う
。

答
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
早
期
に
発
見

し
、
必
要
な
対
応
に
つ
な
げ
る
た
め
の

歯
科
検
診
の
実
施
・
受
診
啓
発
、
歯
科

衛
生
士
の
出
前
講
座
、
セ
ル
フ
ケ
ア
と

し
て
の
お
口
の
体
操
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
湖
北
歯
科

医
師
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
口
腔
の
健

康
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今

後
も
、
関
係
機

関
と
共
に
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル

予
防
の
取
組
を

進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策

強
化
を

鋒
山
　
紀
子 

議
員

 

（
公
明
党
）

問
市
民
の
方
か
ら
「
ク
マ
出
没
時
、
ど

こ
に
通
報
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
の
声

を
聞
く
が
、
通
報
先
と
通
報
を
受
け
て

の
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
市
民
が
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

状
況
を
把
握
し
警
察
ま
た
は
市
役
所
に

通
報
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。
夜

間
や
休
日
、
特
に
住
民
へ
の
危
険
が
あ

る
場
合
は
、
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。
通
報
い
た
だ
く
際
に
は
、
迅
速
か

つ
適
切
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
対
策
を
実
施

す
る
た
め
、「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
何

を
し
て
い
た
か
」、「
ク
マ
の
大
き
さ
」

や
「
移
動
方
向
」
な
ど
を
で
き
る
限
り

詳
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
市
は
通
報
後
、
ク
マ
の
出
没
情
報

を
「
ク
マ
メ
ー
ル
」
で
周
辺
に
配
信
し
、

迅
速
な
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

状
況
に
応
じ
て
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ク
マ
出
没
時
の

「
連
絡
先
と
周
知
」の

徹
底
を
！

鬼
頭
　
明
男 

議
員

 

（
日
本
共
産
党
）
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個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

問
近
年
、
報
道
で
公
立
病
院
の
赤
字
拡

大
と
将
来
的
な
資
金
枯
渇
リ
ス
ク
に
つ

い
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
来
年
度
以
降
の
病
院
事
業
の
持
続

性
が
強
く
問
わ
れ
る
段
階
に
来
て
い
る
。

資
金
繰
り
の
観
点
か
ら
、
市
立
長
浜
病

院
・
湖
北
病
院
を
現
体
制
の
ま
ま
で
運

営
し
た
場
合
、
あ
と
何
年
程
度
持
続
可

能
で
あ
る
と
見
積
も
っ
て
お
ら
れ
る
の

か
問
う
。

答
長
浜
病
院
は
令
和
８
年
度
中
に
内
部

留
保
資
金
が
枯
渇
し
令
和
９
年
度
中
に

現
金
自
体
の
不
足
に
よ
り
資
金
繰
り
が

厳
し
い
状
況
に
陥
る
見
通
し
と
し
て
い

ま
す
。
湖
北
病
院
の
内
部
留
保
資
金
に

つ
い
て
は
令
和
７
年
度
中
に
枯
渇
す
る

見
通
し
で
今
後
の
経
営
状
況
に
よ
っ
て

は
資
金
繰
り
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
の
資
金
繰
り
は

大
丈
夫
な
の
か
？

中
川
リ
ョ
ウ 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

問
市
は
こ
れ
ま
で
、
市
立
２
病
院
を
日

赤
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る
方

向
で
取
り
組
ん
で
来
た
。
こ
の
方
針
は
、

将
来
的
な
見
通
し
、
職
場
の
思
い
、
特

に
医
師
の
働
き
方
改
革
、
京
都
大
学
や

滋
賀
医
科
大
学
か
ら
の
要
望
書
も
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
が
し
っ
か
り
精
査
さ
れ
る

こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
と
理
解
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
何
が
残
っ
た
の
か
。
市

民
を
は
じ
め
市
議
会
や
医
療
界
に
混
乱

が
生
じ
、
病
院
職
員
や
市
民
の
不
安
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
現
状
を

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
令
和
５
年
９
月
発
表
の
「
長
浜
市
病

院
再
編
方
針
」
で
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
12
月
、
市
立
２
病
院
の
経
営
悪
化

に
よ
り
、
病
院
経
営
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
前
提
条
件
が
著
し
く
変
化
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
と
し
て
確
保

す
る
医
療
の
水
準
と
市
民
の
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
具
体
的
な
選
択
肢
や

負
担
額
も
示
し
つ
つ
、
市
立
２
病
院
の

機
能
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

病
院
再
編
の
進
め
方

松
本
　
長
治 

議
員

 

（
恵
風
会
）

問
市
立
長
浜
病
院
で
は
、
看
護
師
不
足

に
よ
り
療
養
病
棟
が
令
和
７
年
７
月
か

ら
休
止
し
て
お
り
、
地
域
医
療
に
と
っ

て
極
め
て
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
湖
北

地
域
は
看
護
師
数
が
県
平
均
よ
り
多
い

と
言
わ
れ
る
が
、
高
度
急
性
期
や
急
性

期
な
ど
診
療
科
ご
と
に
必
要
な
人
員
は

異
な
り
、
単
純
に
充
足
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
の
程
度

の
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

答
療
養
病
棟
は
、
深
刻
な
看
護
師
不
足

に
よ
り
や
む
な
く
休
止
し
ま
し
た
。
病

棟
運
営
で
は
、
入
院
患
者
の
高
齢
化
に

伴
い
安
全
確
保
や
介
護
ケ
ア
の
対
応
が

増
え
る
た
め
、
現
行
体
制
の
維
持
は
困

難
と
判
断
し
ま
し
た
。
看
護
師
の
負
担

や
疲
労
が
高
ま
る
中
、
限
ら
れ
た
人
員

を
効
率
的
に
配
置
す
る
た
め
、
今
後
は

病
棟
の
集
約
に
よ
る
配
置
見
直
し
・
病

床
数
の
調
整
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と

で
、
安
全
で
持
続
可
能
な
医
療
提
供
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

看
護
師
確
保
と

地
域
医
療
の
持
続
性

藤
井
　
登 

議
員

 

（
恵
風
会
）

　長浜市議会では、大規模災害等の緊急事態の発生時においても議会機能

を適切に維持できるよう、議会として取り組むべき業務や対応を定めた「長

浜市議会業務継続計画（BCP）」を策定しています。

　令和７年 12 月３日（水）に全議員参加による防災訓練を実施し、災害

発生時を想定したタブレット端末を活用した情報共有訓練ならびに議会と

しての対応を確認するための対策会議を行いました。

　今後も、非常時における迅速かつ的確な議会運営を目指し、実践的な訓

練を通じて体制の強化を図ってまいります。

長浜市議会防災訓練を実施しました
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危害を事前に防ぐために！緊急銃猟
　近年、クマやイノシシが市街地や生活圏に侵入する事例が増加しており、市民の皆様の安全確保が重要
な課題となっています。
　この状況を受け、長浜市では条件を満たす場合に限り、緊急銃猟を実施することがあります。

「緊急銃猟」の実施条件とは？
　緊急銃猟とは、野生動物が人や農作物に重大な被害を及ぼす緊急事態に、被害を防ぐために銃を使って危
険鳥獣を捕獲・駆除することです。
　被害状況や安全確保など、厳格な条件が定められており、以下４つの条件を全て満たした場合、最終的に
は市長の判断で緊急銃猟が実施されます。

①　生活圏への侵入・侵入のおそれ
　　クマやイノシシが、人の日常生活圏に侵入している、またはそのおそれが著しく大きい場合。

②　人への危害防止の緊急性
　　クマやイノシシによる人への危害を防ぐための対策が、緊急に必要である場合。

③　他の方法での対応困難性
　　 花火での追い払い、箱わなの設置など、銃猟以外の方法では的確かつ迅速

な捕獲等が難しいと判断される場合。

④　安全性の確保
　　地域住民等に銃器等による危害が及ぶおそれがないと判断される場合。

※ これらの条件を全て満たす場合に限り、安全に最大限配慮した上で、緊急銃猟を実施することがあり
ます。

　先進地へ赴き、行政視察を行いました。
　今後のまちづくりや市政の発展に役立ててまいります。

行政視察報告

総務教育常任委員会
視察日：令和 7 年 10 月 21日 ( 火 )、22 日 ( 水 )
視察先：東京都荒川区、茨城県石岡市
内　容： 荒川区では不登校支援について、石岡市では廃校の利活用につ

いて視察しました。

行政視察報告
の詳細はこちら→

健康福祉常任委員会
視察日：令和 7 年 10 月 22 日 ( 水 )、23 日 ( 木 )
視察先：大阪府泉大津市、大阪府豊中市
内　容： 泉大津市では健康増進施策あしゆびプロジェクト、マタニティ

応援プロジェクトについて、豊中市では療育（0 歳～就学前）、
緑と食品のリサイクルプラザについて視察しました。

産業建設常任委員会
視察日：令和 7 年 10 月 29 日 ( 水 )、30 日 ( 木 )
視察先：静岡県掛川市、愛知県安城市
内　容： 掛川市では民泊の推進について、安城市ではアグリライフ支援

センターをはじめとした農業振興施策について視察しました。
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議案番号 案件

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

新しい風 恵風会 日本
共産党

つなぐ
長浜

公
明
党

無

押
谷　

正
春

加
納　

義
之

竹
本　

直
隆

田
中　

真
浩

中
川　
　

勇

中
川
リ
ョ
ウ

矢
守　

昭
男

伊
藤
喜
久
雄

岩
川　

信
子

大
橋　

延
行

千
田　

貞
之

多
賀　

修
平

藤
井　
　

登

松
本　

長
治

鬼
頭　

明
男

髙
山　
　

亨

橋
本　

典
子

北
川　

陽
大

村
山
さ
お
り

鋒
山　

紀
子

杉
本　

英
一

〇市長提出議案（12月23日採決）

第101号 令和 7 年度長浜市一般会計補正予算（第 6 号）予算 賛成
多数 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

第110号 長浜市職員旅費支給条例の一部改正について 総教 賛成
多数 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇

第123号 長浜市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の一部改正について 総教 賛成
多数 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇

第124号 長浜市職員の給与に関する条例等の一部改正について 総教 賛成
多数 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇

〇請願（12月23日採決）

第８号 長浜市の未来を考える―市議会議員定数の見直しを求める請願 議運 賛成
少数

不採
択 × × 〇 〇 〇 〇 × - × × × × × × × × × 〇 × × ×

令和７年12月定例月議会議決結果表
●賛否の分かれた議案等

●全員一致で可決・同意したもの

※表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。　※会派名の「無」は、会派に属さない議員です。　※議長の伊藤喜久雄は採決に加わりません。

総務・・総務教育　議運・・議会運営

議 員 辞 職
　 令 和 7 年 12 月 31 日 付 け で、
松本長治議員が市議会議員を辞職
されました。

　公立小中学校施設整備に係る確実な予算確保を求める
意見書を国に提出しました。

（意見書案第４号）
全文はこちら

○市長提出議案（12月23日採決）
番号 件名 付託先委員会

第102号 令和 7 年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 予算
第103号 令和 7 年度長浜市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第 2 号） 予算
第104号 令和 7 年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 予算
第105号 令和 7 年度長浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 予算
第106号 令和 7 年度長浜市病院事業会計補正予算（第 2 号） 予算
第107号 令和 7 年度長浜市公共下水道事業会計補正予算（第 1 号） 予算
第108号 長浜市名誉市民条例の制定について 総教
第109号 長浜市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 総教
第111号 長浜市手数料条例の一部改正について 産建
第112号 長浜市環境保全のための旅館等建築等規制条例の一部改正について 産建
第113号 長浜市下水道条例の一部改正について 産建
第114号 長浜市立学校の設置等に関する条例の一部改正について 総教
第115号 長浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健福
第116号 西浅井地域振興関連施設の指定管理者の指定について 産建
第117号 湖北みずどりステーションの指定管理者の指定について 産建
第118号 令和 7 年度長浜市一般会計補正予算（第 7 号） 予算
第119号 令和 7 年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 予算
第120号 令和 7 年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 予算
第121号 令和 7 年度長浜市病院事業会計補正予算（第 3 号） 予算
第122号 令和 7 年度長浜市公共下水道事業会計補正予算（第 2 号） 予算
第125号 令和 7 年度長浜市一般会計補正予算（第 8 号） 予算
第126号 長浜市名誉市民の選定について －

○議員提出議案（12月23日採決）
意見書案第４号 公立小中学校施設整備に係る確実な予算確保を求める意見書 －

総教・・総務教育　健福・・健康福祉　産建・・産業建設
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今後の会議予定（２月１日以降）

次回議会だよりの
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長浜市議会
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２月19日(木) 定例常任委員会
３月６日(金) 議会運営委員会
３月９日(月) ３月定例月議会本会議(議案上程、提案説明)
３月12日(木) 議会運営委員会
３月16日(月) 本会議(質疑、会派代表質問)
３月17日(火) 本会議(個人一般質問)
３月18日(水) 本会議(個人一般質問)
３月19日(木) 産業建設常任委員会、予算分科会
３月23日(月) 健康福祉常任委員会、予算分科会
３月24日(火) 総務教育常任委員会、予算分科会
３月26日(木) 予算常任委員会
３月30日(月) ３月定例月議会本会議(委員会報告、討論、採決)
 議会運営委員会

定例月議会は、３月、６月、９月、
12 月に開催します。傍聴をご希
望の方は、会議開催日に、長浜市
役所６階議会事務局までお越しく
ださい。

※ 日程は変更される場合があります。このほかにも随時、議会運営委員会等が開催されます。
詳しくはホームページまたは議会事務局へご確認ください。

議会をもっと知ろう

議会を傍聴しよう

“学びの場所” 知っていますか？
　令和７年６月 24 日の本会議で採択された「学びの機会の確保」の

請願を受けた取組についてお知らせします。

　　　　  ・ オンラインで指導を受けられる体制整備を積極的に進め、不登校のこどもたちや保護者に寄り添っ

た、きめ細やかな支援を目指していきます。

　　　　  ・学習スペースとして自由に使える場所を今後も確保できるよう取り組んでいきます。

●病気等で登校困難な生徒のオンライン授業等による学習機会の確保

 　現在は一人一台端末を活用し、オンライン授業、課題・動画・板書写真の配信、AI 型ドリルを用いた個別指

導を実施。教育センターでは「こどもサポートルーム なないろ」を６か所設置し、オンライン支援を提供。

●自宅以外の学習スペース　　※現在の状況をもとに記載しています。今後変更になる場合があります。

詳細は QR
コード先
資料８～10
ページ該当

市の
考え

※一部の地域づくり協議会が、まちづくりセンターで実施しています。

施設名 場所 利用時間帯 対象 予約、料金
サードプレイス
itteki（イッテキ）

えきまちテラス長浜 1階
シェアスペース・長浜カイコー

平　　日12:00–19:00
長期休暇10:00–18:00

高校生、大学生、
専門学校生

予約なし
（利用は無料）

さざなみタウン 文化福祉プラザ 1階 学習室 8:30–21:00
（火曜日、年末年始は休み）

市内在住、
在学の方

スマホ予約
（利用は無料）

長浜市役所 本庁舎 1–6階
フリースペース 平日9:00–16:45 どなたでも 予約なし

（利用は無料）


